
２　リスクアセスメント導入の実施手順
　初めてリスクアセスメントを導入する事業場において、次のステップに従い円滑にリスクアセスメント
を導入・実施することができます。

　ステップ１　実施体制（経営トップの決意表明と推進組織）
　社長あるいは工場長がリスクアセスメント導入を安全衛生管理活動の一環として実施することを
決意し表明します。このとき、リスクアセスメント導入は、リスクアセスメント推進メンバーが中心に
行いますが、職場で感じた危険体験メモの記入など全従業員の参加・協力が必要なことを説明し
ます。
　また、事業場のリスクアセスメント担当者（実施責任者）と推進メンバーを明確にし、事業場内
の全員に周知徹底する必要があります。なお、現場をよく知る職長や作業者が参加することが望ま
れます。
　リスクアセスメント担当者は、職務実態に精通し、リスクアセスメントの教育訓練を受けた者（ま
たはそれと同等の知識・能力のある者）の中から社長（工場長）が選任します。その役割はリス
クアセスメントを実施する要所で、その進め方が適切に行われているかを評価するなど一連のリス
クアセスメント活動のとりまとめを行うことにあります。
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　　　社長（工場長）　　－　　　　製造部長　　　　－　　　製造課長（複数）　　－ 作業者 
［総括安全衛生管理者］ ［安全管理者、衛生管理者、 [ 作業指揮者 ] 
  安全衛生推進者 
  又は化学物質管理者 ] 

推進体制の例 


